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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

· 本日14時30分、戸賀沢潔様のケア会議（生活の乱れに対するスタッフ対応の確認）

木村・上平出席。

· レストラン移動途中の階段破損、庶務から朱夏へ修復依頼。その都度スタッフは注意を呼びかけて行くこと。

＜外来情報＞

· 平　康子様～鹿内病院から風邪薬を５日分もらってきたと報告している。

· 中居　松男様～灯油5回買ったよと話す。アパートでの調理について希望話す。

· 奥山　以依子様～昨日からの微熱続く。PL・タベジール錠が3日分処方。

· 鈴木　恵美子様～吹上から根城まで歩きましたと報告している。

· 中居　美津子様～セルリアン続けている。「普通の仕事をしたい、3時間でも」と話す。

· 柳町　信之様～調子は良くなっていると話す。

· 鹿原　博夫様～下痢は改善している。風邪薬は処方になっている。

· 前野　義勝様～3月に五戸に講演に行く。「原稿は少しで自分で考えながら発表する」と言う。

＜利用者様情報＞

· 平　康子様～担当スタッフが外来で本人と面接し、来週の月曜日から来所予定を確認する。洗髪は　

　　　　　　グループホームで行い、日曜にシャワーを浴びてから月曜通所すると言う。

· 杉澤　恵子様～足の傷は26日（月）で受診終了。身体レベルの不十分さから悪化の可能性も考え　

られるため、通所来所日に創部確認続けていく。

· 森田　清助様～金銭管理の不十分さや通所休みがちな状況について、本日面談予定。

· 戸賀沢　潔様～（20日の夜に飲酒行為ありとの情報）ナイトケア来所の際に本人に状況確認。

　　　　　　　　　「パチンコで勝って、自宅に戻る途中に知人と会い飲みに行くことになった。

　　　　　　　　　　知人と酒を飲んでいて、一人になってタクシーで帰った。帰ってから部屋に入る時に頭（右前額部）をぶつけた…と思う」と淡々と話す。

飲酒後のトラブルや糖尿病との兼ね合い、金銭管理が上手く出来ていないことについて介入。

· 小野寺　のり様～「体重」とスタッフに話してくる。←本人の小さな動きも記録や日誌に残してい

きましょう。

· 其田　淑子様～眼科受診。点眼3か月分処方。眼圧検査異常なし。

　　

＜青山荘事例検討＞

関口　禅様  56歳　統合失調症

デイケア利用開始　H16・12・1　デイケア利用率　約80～90%で良好

青山荘利用開始　H16・10・11・・・・H19・10退所予定

・長期計画

　青山荘退所後は自宅（敷地内に母の新居、本人は旧宅）から、デイケア通所

　その時期までには外来も日赤から当院に切り替える予定

　※キーパーソンは弟

　　本人は「弟は俺に何もするなと言う、まかせておけという」といつも話す

・治療計画（通所内）

　『SSTや通所時間内での対人関係の向上ができる』

　　　　　　　　　↑

　そのためにスタッフは何を見て、どんな記録をするのか

　　　　メンバーに誘われた時にどんな反応している

　　　　スタッフが話しかけたときにどんな対応するか

　　　　プログラム中のスタッフからの質問にどのように返すのか

　　　　余暇時間をどのようにすごしているのか

　　　　聞き返す時に表情は変化するのか

　　　　どんな姿勢で話しているのか　　　→日々の記録に書く⇒面談での評価実施

　（スタッフからの追加情報）

· 退所に向けては、各週末に自宅外泊している。情報は弟と青山荘が電話で行っている。家族同士の関係もややスムーズさなく、本人もくどくなり、ストレスがたまってしまう（調子悪いのか、丸坊主になってしまう）

→弟、本人の双方の思いを青山荘スタッフが間に入り、出し合える機会を作っていく必要がある。

　自宅での社会的役割、生活意欲を生み出せるようにしたい

· 日赤の医師は、病状は悪くないと判断している。本人は医師の変更をあせっている、柔軟性に乏しい

· 母の体調も悪く、弟は家族調整の負担を抱えている現状

　　　　　↓

　　家族関係調整が必要

　　10月の退所までの期間を、生活スタイルをイメージ化する期間として考える。

· 本人がデイケアに行くだけでなく、何をデイケアで行っていくのか考える事が大切

同時に、長期的にデイケアでは何が提供できるのか

· 家族との心の距離が精神的ストレス→病状再発にならないように

田澤　勝敏様　59歳　統合失調症

　デイケア開始　H17・1・17

　　青山荘開始　H16・11・27・・・退所後はむつ市の自宅での生活に向け計画中

· デイケア治療計画

　　　　対人関係のスキル向上

　　　　プログラムへの自発的参加

　　　　　　↓

通所での様子

　　年始～他者への話しかけ、活発な言動

　　「卓球始めました、人とのコミュニケーションがとれないとダメでしょう」

　　ここ2～3週間は静か、元々の姿に戻っている

　　プログラムの取り組みには変化はない

　　（今後）

　　　周囲との折り合いをうまくつけていくことができるか？（対人関係）

　　　　　　　　　　　　↓

　　　自身のペースを通してしまう、トラブルに発展が十分に考えられるタイプ

　　　（聞いても、自分の気持ちをほりさげて、話す事は苦手）

　　　卓球をやっても、レクダンスはやりません・・？理由ははっきり表出できない

　　　「地域は俺を偏見で見る、それは変わらないよ」とSSTで話す

　　　　　　　　　　　　↓

　　　トラブルに発展しないように、表現方法がうまくできれば

　　　　←気持ちを聞き出すというスタッフの姿勢を強化

　（スタッフからの追加情報）

　　・地域での3男との関係は心配、地域の保健所などが実家（田澤氏の家）から3男に家を出てもらおうと働きかけているが、スムーズに進んでいない

　　　本人の居住場所の環境調整が必要になっている

　　・さくら（地域生活支援センター）のスタッフが田澤氏のことはよく知っており、日中の活動場所は確保できている

